
cTCフォーラム （網税者権利憲章をつくる会）定時総会

蔀嘱演潅税者あっての税」相沢英之先生
前自民党税喜り謂逗会会長．元大蔵事務次官、弁藷士

「納税者あっての税」と題して納税者権利保護法の必要性を

説く相沢氏

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
＿
三
回
定
時
総
会
盛
会
裏
に
開
催

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
納
税
者
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
）
は
去
る
五
月
十
四
日
、
東
京
税

理
士
会
館
ホ
ー
ル
に
て
第

一
三
回
定
時
総
会
と
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
予

定
を
上
回
る

一
0
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
特
別
講
演
会
で
は
講
師
の
前
自
民
党
税
制
調

査
会
会
長
・相
沢
英
之
先
生
（
弁
護
士
・
税
理
士
）
が
、
「
納
税
者
あ
っ
て
の
税
」
と
題
し

て
、
税
制
・税
務
行
政
の
あ
り
方
に
つ
き
党
税
調
会
長
時
代
、
下
京
税
務
署
長
時
代
な
ど

の
経
験
談
を
交
え
て
興
味
の
あ
る
話
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
な
お
、
定
時
総
会
に

対
し
全
会
派
の
衆
参
両
院
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
た
（
別
項
参
照
）
。
相
沢
英

之
先
生
の
講
演
内
容
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

相
沢
英
之
先
生
の
講
演
要
旨

「納
税
者
あ

っ
て
の
税
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
私
が
考
え
た

近
代
国
家
の
歳
入
は
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
税
し
か
な
い
」
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
、
今

日
の
よ
う
に
国
債
が
歳
入
の
半
分
を
占
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
国
債
の
償
還
や
利
払

い
の
財
源
は
税
金
で
し
か
な
い
。
国
有
財
産
か
ら
入
っ
て
く
る
雑
収
入
も
あ
る
が
、
そ

の
国
有
財
産
は
何
で
取
得
し
た
か
と
い
え
ば
税
金
か
ら
買
っ
た
も
の
だ
。
し
た
が
っ
て

財
政
・税
制
は
歳
入
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
そ
の
税
金
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い
え
ば

国
民
以
外
な
い
。
国
民
と
は
す
な
わ
ち
納
税
者
の
こ
と
だ
か
ら
、
納
税
者
の
協
力
が
な

け
れ
ば
税
収
が
上
が
ら
な
い
。
税
収
が
な
け
れ
ば
国
家
財
政
は
賄
え
な
い
。

英
国
の
古
い
歴
史
を
振
り
返
え
れ
ば
マ
グ
ナ
カ
ル
タ
大
憲
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
国
王

の
徴
税
権
力
に
対
し
議
会
が
制
限
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ

ヤ
ー
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
権
力
者
の
勝
手
な
行
動
を
許
さ
な
い
と
い
う
税
制
の
根
幹

の
考
反
ー方
が
ヒ
ーこ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い」
す
れ
に
い
忙
凡
ち
納
税
堵
尻

3

つ
て
の
税
」
と

い
う
の
は
税
制
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。そ
の
意
味
で
こ
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
と

し
て
相
応
し
い
も
の
と
思
い
私
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
自
民
党
税
調
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

私
は
衆
議
院
議
員
に
な
っ
て
か
ら
党
税
調
に
ず
っ
と
関
わ
り
、
平
成

一
三
年
に
党
税

調
の
会
長
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
こ
ろ
の
党
税
調
と
い
う
と
こ
ろ
は
う
る
さ
い
と
こ
ろ

で
、
い
わ
ゆ
る
山
中
貞
則
最
高
顧
問
を
は
じ
め
と
し
て
七
人
の
イ
ン
ナ
ー
が
い
た
。
そ

の
他
に
副
会
長
が
い
た
が
、
こ
れ
は
全
部
大
臣
経
験
者
。
そ
の
下
に
幹
事
が
い
て
こ
れ

は
当
選
四
、
五
回
の
中
堅
の
議
員
。
こ
の
よ
う
な
構
成
だ
か
ら
や
か
ま
し
い
こ
と
こ
の

上
な
い
。
他
の
委
員
会
と
違
っ
て
党
税
調
と
い
う
と
こ
ろ
は
独
立
守
備
隊
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
小
泉
総
理
と
い
え
ど
も
山
中
最
高
顧
問
の
事
務
所
に
自
分
か
ら
足
を
運
ん
で

く
る
と
い
う
状
況
だ

っ
た
。

政
府
税
調
（
実
態
は
主
税
局
の
ダ
ミ
ー
だ
が
）
が
い
ろ
い
ろ
い
っ
て
も
、
大
事
な
案
件

は
党
税
調
が
独
自
に
決
め
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め
膨
大
な
資
料
に
基
づ
き
膨
大
な
時
間

を
か
け
て
議
論
を
す
る
。
党
税
調
の
委
員
は
み
ん
な
圧
力
団
体
の
意
向
を
反
映
し
た
意

見
を
主
張
し
、
ほ
と
ん
ど
増
税
に
反
対
す
る
意
見
ば
か
り
で
、
委
員
の
意
見
を
聞
い
て

い
た
ら
何
に
も
決
ま
ら
な
い
。そ
こ
で
山
中
最
高
顧
問
は
そ
う
い
っ
た
意
見
を
「
軽
視

す
る
の
で
は
な
く
、
無
視
す
る
の
だ
」
と
い
っ
て
い
た
。
け
だ
し
名
言
だ
と
思
う
。

「私は税の専門家ではありません。横から見ているのでかえっ

て税制に言いたいことが言えるのかもしれません」と順々と

語る講師の相沢英之氏

主
税
局
の
考
え
方
と
税
制
の
あ
り
方

一
方
、
税
法
律
の
立
案
当
局
で
あ
る
主
税
局
は
「
公
正
・
公
平
、
公
正
・
公
正
…
…」
ば

か
り
い
う
。
こ
れ
も
お
か
し
い
。
主
税
局
に
は
税
金
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
職
人
の

よ
う
な
人
が
い
る
。
こ
う
い
う
人
た
ち
は
「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」
の
と
同
じ
で
、
税

を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
と
い
う
社
会
的
背
景
を
考
え
ず
、
税
の
体
系
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
「
公
正

・公
平
、
公
正
・
公
平
…
・
:
」
と
い
い
‘
―
つ
も
逃
さ
な
い
で
掴
ま
え
る
こ

と
だ
け
を
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
税
法
典
は
複
雑
で
あ
ん
な
に
分
厚
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
普
通
の
人
は
あ
ん
な
条
文
は
書
け
な
い
。
そ
も
そ
も
完
璧
な
税
法
を
つ
く

ろ
う
と
し
て
も
無
理
で
、
制
度
に
は
多
少
の
幅
と
い
う
か
ゆ
と
り
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
税
金
を
で
き
る
だ
け
払
い
た
く
な
い
と
思
う
の
は
人
情
で
、
節
税
す
る
の
は
当
た

り
前
だ
。

具
体
的
に
証
券
税
制
の
例
で
主
税
局
と
私
の
考
え
方
の
違
い
を
説
明
し
よ
う
。
当

時
、
有
価
証
券
の
譲
渡
は
源
泉
分
離
と
申
告
分
離
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
た
。
主
税

局
は
こ
れ
を
申
告
分
離
一
本
で
行
く
べ
き
だ
と
い
う
。
私
は
分
か
り
や
す
く
手
間
が
か

か
ら
ず
、
納
税
者
が
気
を
使
わ
な
く
て
よ
い
と
い
う
点
で
源
泉
分
離
一
本
に
す
べ
き
だ

と
主
張
し
た
。
結
局
、
折
衷
的
で
複
雑
な
証
券
税
制
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。

無
理
な
税
制
は
必
ず
潰
れ
る

私
が
下
京
税
務
署
長
に
赴
任
し
た
の
は
昭
和
二
四
年
四
月
だ
が
、
当
時
は
取
引
高
税

が
導
入
さ
れ
て
間
も
な
い
と
き
だ
っ
た
。
取
引
高
税
は
昭
和
二
三
年
九
月
に
導
入
さ

れ
、
僅
か
一
年
四
カ
月
実
施
さ
れ
た
だ
け
で
昭
和
二
四
年
―
二
月
末
に
廃
止
さ
れ
た
。

そ
の
経
験
か
ら
思
う
の
は
、
無
理
な
税
制
は
結
局
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
取
引

高
税
の
悪
い
と
こ
ろ
は
、
税
率
は
一
％
と
低
い
の
だ
が
、
取
引
の
全
て
の
段
階
に
か
か

る
累
積
課
税
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
金
納
付
も
あ
っ
た
が
基
本
的
に
は
印
紙
貼
付
方

式
だ
っ
た
こ
と
、
課
税
物
品
の
境
界
が
難
し
い
こ
と
（
例
え
ば
野
菜
は
非
課
税
だ
が
松

茸
や
筍
は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
）
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
無

理
な
税
制
を
つ
く
っ
て
は
い
け
な
い
。
税
制
と
い
う
も
の
は
で
き
る
だ
け
負
担
感
が
少

な
く
、
納
税
者
が
納
め
や
す
く
、
そ
の
う
え
税
収
が
上
が
る
も
の
が
よ
い
。
完
璧
な
税
制

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
大
勢
を
考
え
た
税
制
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

納
税
者
権
利
保
護
法
の
制
定
を

納
税
者
権
利
憲
章
を
つ
く
る
と
し
ぅ
こ
と
は
全
く
同
感
だ
。
納
税
者
が
税
務
署
に
言

わ
れ
つ
ば
な
し
と
い
う
こ
と
で
は
困
る
。
正
々
堂
々
と
納
税
者
の
権
利
を
主
張
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
諸
外
国
に
あ
る
よ
う
な
納
税
者
権
利
保
護
法
を
日

本
に
も
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
納
税
者
権
利
憲
章
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
ま
で
も
、
国

税
通
則
法
を
改
正
し
て
そ
の
趣
旨
を
入
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
策
が
あ
る
と
思

う
。
私
も
弁
護
士
登
録
と
同
時
に
税
理
士
登
録
も
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
仲
間
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
運
動
に
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（
文
責
、
湖
東
京
至
）
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者
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権
利
憲
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T
C
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社
民
党

日
本
共
産
党

民
主
党

公
明
党

自
由
民
主
党

ーヽ

海
江
田
万
里
先
生
（
党
N

C
経
済
財
政
大
臣
）

河
村
た
か
し
先
生
（
党
税
制
調
査
会
副
会
長
）

斉
藤
つ
よ
し
先
生
（
参
議
院
議
員
、
党
総
務
局
長
）

聡
先
生
（
衆
議
院
予
算
委
員
会
理
事
）

千
葉
景
子
先
生
（
党
参
議
院
副
会
長
）

中
塚
一
宏
先
生
（
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
理
事
）

峰
崎
直
樹
先
生
（
参
議
院
議
員
、
党
N
C
経
済
財
政
金
融
大
臣
）

佐
々
木
憲
昭
先
生
（
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
委
員
）

渕
上
貞
雄
先
生
（
参
議
院
議
員
、
社
民
党
副
党
首
）

島 上
田

塩
崎
恭
久
先
生
（
衆
議
院
法
務
委
員
長
、
党
税
調
幹
事
）

渡
辺
喜
美
先
生
（
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
委
員
、
党
税
調
）

勇
先
生
（
財
務
副
大
臣
、
前
衆
議
院
財
務
金
融
委
員

会
理
事
）

谷
口
隆
義
先
生
（
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
理
事
）

中
川
正
春
先
生
（
党
税
制
調
査
会
会
長
、
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
会
委
員
）

ッ
セ
ー
ジ

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
納
税
者
権
利
憲
章
を
つ
く
る
会
）
は
、
会
則
第
一
条

「
納
税
者
（
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
）
の
権
利
保
護
の
た
め
、
納
税
者
権
利
憲
章

の
制
定
を
目
指
し
、
ひ
ろ
く
世
論
を
喚
起
し
、
納
税
者
の
権
利
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
の
規
定
の
則
り
、
納
税
者
権
利
憲
章
な
い
し
納
税

者
権
利
保
護
法
の
制
定
を
目
指
し
、
以
下
の
活
動
を
行
う
。

「
納
税
者
権
利
憲
章
」
な
い
し
「
納
税
者
権
利
保
護
法
」
な
ど
の
法

制
化
を
目
指
し
、
随
時
市
民
集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な

ど
、
幅
広
い
啓
蒙
運
動
を
行
う
。
本
年
は
五
月
一
四
日
開
催
の
講
演

会
に
お
い
て
、
前
自
民
党
税
制
調
査
会
会
長
・
相
沢
英
之
氏
を
招
き
、

「
納
税
者
あ
っ
て
の
税
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
く
。

2
、
当
面
、
超
党
派
に
よ
る
「
国
税
通
則
法
改
正
案
」
の
成
立
を
目
指
し
、

与
野
党
国
会
議
員
に
対
し
、
同
法
案
の
成
立
を
求
め
る
運
動
を
展
開

す
る
。
本
年
度
は
す
で
に
四
月
二
七
日
に
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
第

二
会
議
室
に
お
い
て
、
取
り
組
ん
だ
百
万
人
請
願
署
名
を
持
ち
込
み
、

全
党
に
対
し
請
願
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
要
請
市
民
集
会
を

開
催
し
た
。
当
日
は
衆
参
両
院
か
ら
与
野
党
全
会
派
の
国
会
議
員
一

五
人
（
秘
書
を
含
杓
）
の
臨
席
を
頂
い
た
。

3
、
納
税
者
に
対
す
る
権
利
侵
害
の
状
況
を
調
査
・
集
約
し
、
広
く
世
論

に
訴
え
る
。
そ
の
た
め
に
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
を
重
視

す
る
。

4
、
業
界
団
体
、
弁
護
士
会
、
税
理
士
会
、
そ
の
他
の
団
体
や
世
界
各
国

の
納
税
者
団
体
と
連
携
し
て
活
動
を
展
開
す
る
。

5
、
会
員
に
対
し
ニ
ュ
ー
ス
「
T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
中
央
情
報
」
を
随
時
発

行
し
情
報
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
会
員
拡
大
に
努
め
組
織
を
強
化

す
る
。
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日本共産党・佐々木憲昭衆議院議員に誓願署

名を依頼する北野弘久代表
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社民党・渕上貞雄参議院議員（党副代表）に請

願署名を依頼する北野弘久代表

自民党・塩崎恭久衆議院議員秘書に請願署名
を依頼する北野弘久代表
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公明党・星和男本部団体渉外委員会副委員長
に誓願署名を依頼する北野弘久代表

去
る
四
月
二
七
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
第
二
会
議
室
（
塩
崎
恭
久

衆
議
院
議
員
紹
介
）
に
お
い
て
、
昨
年
秋
か
ら
取
組
ん
だ
「
納
税
者
権
利

保
護
法
制
定
を
求
め
る
一

0
0
万
署
名
運
動
」
の
中
間
集
計
と
し
て
、
国

会
内
集
会
を
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
現
時
点
ま
で
に
集
ま
っ
た
六
七
万

余
筆
を
与
野
党
五
会
派
の
紹
介
議
員
を
通
し
て
衆
参
両
院
議
長
に
提
出

し
た
。請

願
署
名
の
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
自
民
党
・
塩
崎

恭
久
衆
議
院
議
員
、
公
明
党
。
谷
口
隆
義
衆
議
院
議
員
、
民
主
党
。
中
川
正

春
衆
議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
。
佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議
員
、
社
民
党
・
渕

上
貞
雄
参
議
院
議
員
な
ど
で
、
五
党
全
会
派
か
ら
請
願
署
名
が
提
出
さ

れ
る
の
は
は
じ
め
て
。

集
会
は
北
野
弘
久

T

C
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
委
員
（
日
本
大
学
名
誉
教

授
）
の
開
会
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
民
主
・
中
川
、
日
本
共
産
党
・
佐
々
木
、

社
民
・
渕
上
、
公
明
。
星
和
男
（
本
部
団
体
渉
外
委
員
会
・
労
働
局
副
部
長
）
、

自
民
・
吉
田
豊
塩
崎
恭
久
議
員
秘
書
、
に
挨
拶
を
頂
い
た
。
つ
づ
い
て
集

会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）
、

吉
井
英
勝
衆
議
院
議
員

（
同
）
、
千
葉
景
子
参
議

院
議
員
（
民
主
党
）
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
福
島
み
ず

ほ
（
社
民
党
党
首
）
、
海

江
田
万
里
衆
議
院
議
員

秘
書
、
甘
利
明
衆
議
院

予
算
委
員
長
秘
書
、
斎

藤
つ
よ
し
参
議
院
議
員

秘
書
、
島
さ
と
し
衆
議

院
議
員
秘
書
、
峰
崎
直

樹
参
議
院
議
員
秘
書
、

島
田
智
哉
子
参
議
院
議

員
秘
書
（
民
主
党
）
の
臨

席
を
頂
い
た
。

日持ち寄った署名l万数千を加え、67万余筆の請願署名を
積み上げた国会集会。中央で挨拶するのは民主党税調会長

中川正春衆議院議員

璽

納

め


